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。

　当日は、30団体以上、約200人の運営スタッフが参加しました。こうした多様
な主体がそれぞれの強みを生かしながら協力することで、分野や組織の枠を超えた
連携や交流が深まり、支え合いの地域づくりにつながりました。

支え合いの地域づくり  30団体以上の参加

　利府中学校体育館では、車いすバスケとボッチャ体験を行いました。宮城県障害者
総合体育センター等の協力のもと、パラスポーツ体験をとおして、「スポーツのまち利
府」のPRと障がい理解の啓発に取り組みました。

福祉×スポーツ  障がい者スポーツの体験

　今、「福祉×アート」の取り組みが注目されています。スマイルフェアでは、障がい
のある方の素敵なアート作品や利府支援学校の生徒さんの作品を展示しました。
　一つひとつの作品に、作者それぞれのゆたかな感性や個性、思いが表現され、来
場者にその魅力を感じていただく機会となりました。

福祉×アート  障がい者アートの展示

　「異彩を、放て。」を理念に、福祉を起点と
した新たな文化創造を目指す岩手県発の
アートブランド「ヘラルボニー」とTOYOTA
がコラボしたラリーカーを展示しました。
このラリーカーは10月開催のTGRラリー
チャレンジin利府に出走予定です。

ヘラルボニー×TOYOTAラリーカー展示

　本イベントは、本年度から新たな取り組
みとして導入した「部長裁量事業」として初
開催しました。
　福祉部（地域福祉課、子ども支援課、健
康推進課）と企画部（スポーツ振興課）が分
野を超えた連携事業として企画・実施した
ものです。

「部長裁量事業」による連携企画

ふくしスマイルフェア2026

▲当日の様子を
YouTubeで配信しています
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町長コラムベア・パル
養生の目的は、人生最高の宝を手に入れること

利府町長 熊谷 大
ゆたか

かいばら

　今年のパリは暑いようです。欧州に熱波が強襲し、連日40度
を超え、死者も続出したと報道にありました。それでもパリ
では、環境意識の高さから冷房設備を遠ざけ、熱中症で運ば
れた病院やら公共施設にエアコンがない、あっても効きが
悪いなど、異常事態に対応できずにいると。国民の健康を第一
に考えなければならないのではないかと日本人的には思うの
ですが、フランスでは、環境大臣がエアコン設置に反対だとか。
ある意味フランスらしいなと、環境的な観点からではなく、
歴史的背景から眺めていました。
　「健康は国民の義務である」と社会運動を発したのは、ナチス
ドイツです。ガン撲滅運動の発祥の地で、たばこの発がん性を
指摘、農薬、着色料、アスベストに至るまで規制対象となりま
した。プロクター著『健康帝国ナチス』には詳細に健康である
ことをナチスが国民に訴え、気を付けさせていた歴史的事実
が立証されています。なぜナチスが国民に「健康」であること
を強制したのか。それは健康こそがアーリア人種の優位性を
証明したからです。かくして健康は国家に管理され、国民は義
務を強いられたわけです。ここで申し述べたいのは、私たち自
身の身体は誰のものか、ということです。フランスのエアコン
に対する考え方も反ナチス、自分の体の健康は自分で守る、を
意識しているのではないかと思います。

　日本は国民皆保険制度という他国がうらやむ制度下にあり
ます。理念として「すべての国民が平等に医療を受けられる
権利を保障し、社会全体で健康の基盤を支える」とあり、防災
の考えと等しく、自助、共助、公助、自らの身体は自分で面倒
を見る（もちろん福祉的援助が必要な方々はそういうわけに
はいきません）ことで、QOL※を高める。日本は歴史的に東洋
的な、体を思想の原点としてきた気がいたします。インドの
ヨガや中国の気功を例に挙げるまでもなく、武道は身体と
精神をいかに融合させ大悟に向かうのか、その広がりの中で
漢方などの東洋医学などが開花し、医食同源という食事療法
へとつながっていきました。『養生訓』を著した貝原益軒は
「何事もできる限り自分でせよ」と格言を残しています。
　今年の夏は黒潮大蛇行が終わり、エルニーニョもラニー
ニャも終息したので日本らしい夏が戻るかもしれないと期待
しましたが、スーパーエルニーニョの発生、とありがたくない
ニュースが飛び込んできました。先ずは意識して健康を損ね
ないように気を付けたいと思います。
※QOL…クオリティ・オブ・ライフ（生活の質）

えきけん

　「ふくしスマイルフェア」では、多くの団体や来場者の方と交流でき、地域福祉
の輪が広がる貴重な機会となりました。私たちの団体は、バッゴーというニュー
スポーツ体験のブースを運営しましたが、子どもも、高齢者も、障がいのある方
も、笑顔で楽しむ姿が見られ、交流を深める“スポーツの可能性”を実感しまし
た。今後も「smileプラン」の理念のもと、多様な連携・交流を深めながら、誰も
が安心して暮らせる"笑顔あふれる"地域づくりにつながればと思います。

InterView

　利府町ふくしスマイルフェアの開催は、利府町第4期地域福祉計画smile
プランに基づき、本町における地域福祉を推進する新たな一歩となりまし
た。イベントも計画もどちらも“笑顔”がテーマとなっています。本町で
は、地域共生社会の実現に向け、地域の誰もが支え合いながら、笑顔の地
域づくりを推進できるよう、全世代型の新たな地域福祉の取り組みにチャ
レンジしていきます。

s
（support）
支え合う

m
（mind）
こころ

l
（link）
つながる

i
（inclusive）

共生

e
（enjoy）
楽しむ

地域共生社会の実現に向けて

　この計画は、変化する社会情勢や多様な地域課題に対応し、
「地域共生社会」の実現を目指すものです。基本理念を「支え合
いの心がつながり、誰もが共に楽しく暮らせる『笑顔の地域づ
くり』」と定め、性別、年齢、出身、障がいの有無に関わらず、
地域の全ての関係者が交流を深め、互いに支え合いながら、
誰もが自分らしく生きがいを持って笑顔で暮らせる地域を
創っていくことを目指しています。

利府町第4期
地域福祉計画は
こちら▼

利府町smileプランとは

利府町ボランティア友の会

会長　小幡　康子さん
やすこおばた

利府町民生委員児童委員協議会

会長　平岡　洋一さん
よういちひらおか

　利府町smileプランの計画づくりや「ふくしスマイルフェア」を通じて、多く
の福祉関係団体の活動を知ることができ、とても有意義でした。それぞれの
団体が取り組む活動を互いに理解し、横のつながりをさらに深めることで、
新たな発想や地域課題の解決につながる取り組みが生まれると感じています。
「ふくしスマイルフェア」がその第一歩となり、今後も継続的な交流や情報共有
の場として発展することで、多くの団体が連携し、地域全体で支え合う“まち
づくり”がさらに進むことを期待しています。

利府町の地域福祉は笑顔がテーマなんだね！

利府町smileプラン
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